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▼日本 m 拓に照丨れて，二:爲悦のラホ 
v グ 5 ►ブ（アメリカ）からの 3 人、 
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9月13日木 

1 '敬老大会」 

金埸： m 民会館 


9月2日日 

「立川市総合 
防災訓練」 

埭所：西砂* J 5 42 
空地 

賴: AM 9：00 

4しく U 


公民館でおこなわれている 
「敉争を語りつぐ生い」は今年で 
10 年を数ぇる。 10 固年を記念して 
在 nls 国.朝鮮の人々とのふれあ 
いを深める%いが 8 月 5 日に行な 
われ' H 名 1 :近い#加者でにぎわ 
つた。「戦争を語りつぐ実 rr 否！ B ； 
会」ではこの 10 年•国睞的な兒地 
から嫫庵を设けるはか*映 11 ゃ写 
<袈などで文化面を•そして「生 
い」では n — ラスやフィ—ルド 7 
丨ク、料理実習など帖ひろい活動 
が R 立つ。 

科理によって交淹をはかつてい 
るのは、四砂公民館で fr なわれた 




ベトナム料珲案習も同様の意！ S を 
もっているょぅだ ■ 7月 8 H ' 講 
帥をつとめたグエン•ティ•ジヤ 
ンさん U ベトナム料理のベナラン 
で、本国でも tt ぇていたが，2年 
前に米日 I てからも国愤の違いか 
らくる困難を乘り链ぇてユ-ーーク 
な指導で評 w を得てきている。こ 
の日のメ - I ユーは「ベトナム風汁 
そば」「生春 # j 「n n ナッツミ 
ルク j 「豚の耳の生ハム」などと 

受»生のなか1:は男性もまじり 
また、科理以汴にもジャンさんと 
の金活からベトナム理解に&立て 
よぅと試みる人も.' 

围睽的な奉仕活勛をつづけてい 
る yn プチミストの立川支部では 
以前から米国のラホヤ•クラブと 
の交淹が深く、この 53 名の方を 
招いて日本の料理やお茶、風物の 
花火をあげ，*.の¢ 3 ®をこころゆ 
くまで愉 I んだ。 

国際交流の面で、収»の多い立 
川の夏だったようだ。 


牦にな O '# のカリフォルニァは 
a 休みで遊びに rr く程*の近さに 
なった ㈱ 

アメリカが輝いていたその頃、 

»《ハナミズ> をたらした子供達 
はテレビのホームドラマに出てく 
る物分りのいい長身の父親に憧れ 

た。バパという»きも索敵だ C た • 

芝牛 t ブラインドのしやれたお家， 

踊〇塲のぁる階段に窀+レンジ* 


毛足の長い犬が足元にじやれつく 
——。北口，各社のモデルハウス 
が迸ち#.ぶサンシャィン住宅展示 
鳩を訪ねると、そんな強かつた T 
メリカを思い出させる。マンシヨ 
ンや兔小尾、ますます一戸建てが 
手の届かなくなる都会に*つて， 

こんな«:々とした家を建てられる 

人がどれくらいいるのだろうか。 

そんな疑問も起きるが*まずは夢 
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太陆が少し大きく 

3_ 一 なつたのでは、と思 

2厂 一ゎせる熱*が過ぎて 

いよいよ9月。まだ 
まだ敝しい伐择が統 
3そラではあるが. 
»やかな秋の夜に想 
いをこめて，今！ n： の 
表紙を迸んでみた- 

作品は染織した竿を張り重ねて 
図案を描く『レザータラフト j と 
呼ばれるもので、松角や^^織で 
は表現しにくぃ立体的な a 形美 t 
あらわせるのを特 at している。 

今年で卒寿( 91 *>を迎ぇた作 
者の大坪*阇先生は， fi く日®の 
#与を務め，日本レザ—クラフト 
協会を主宰されるなど•革工芸界 
の®«。この分野が日本で*まり 
知られてなかつた頃から*?の3? 
紂的価植に猗目され•大学で染櫬 
技術の指*をするかたわら、作品 
を出展しつづけてきたといぅ。 

「私は広がりがある Z のデザィン 
が好きなんです」と§6られるよぅ 
に、小さな円と11文土器の造形を 
組み合わせて描かれた作品は、は 
るか逮い古代からのメッセージを 
伝えているようにも S じられる ■ 


創立 50 周年に向けて 

四小でバザ—開催 

去る71 E:22In，m 立第四小^校 
(茛士見四丁 でパ ザーが開か 
れた • n 用雑 
ftn— ナ—あ 

り•換 ttrfi あ 
り • r 大人も 
子ども も大い 
に來 I んだが • 
これは今午刻 



> t 50 固年を M ぇる r » lR が•その1! 
念事楽の ff 用にあてるために企 N 
I たもの；学校 a 地域のものです 
から、多くの方に記念事*に参加 
L ていただこラ、 to 出！： B して下さ 
る方， n つて下さ6方，いろんな 
形で tft 打 L ていただいて J と»頭 
■先生 U 地域の摒史を子ども/:ちに 
教える剃統本の作*など•今•四 
小は地域と I 沐になつて活觔中だ • 


立川 •^ IH ^ I 5 Ha 


ミス 立 川に 

立川治美さんが 

ミ X 立川コンテスト(立川まつ 

り実 tr 委 ft 会3£催•朿 JK 祈 gi > 
で兄事に栄 a を膊ち搿たの II 立 )II 
治类さん^ 

n ンテストは7月2803*フロム 
屮式の屋上で W かれ， 38 名のお® 
さんが次々<:登吗7名の審査貝 
が眼を光らせるなか*10名にしば 


られ、さらに SSA I 一 

ミス立川、 4 m 

•i 川が遺 S-UT 
ばれた* 

準ミスには 
久保田かお」 

さんと•溯上 

佳•十さんに決定•なお•ミス立川 
の立川治类さんは•ミス* ft に向 
けて•その¢5を肢ラことになる， 
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1 立川クイズ ■ 

立川市が涎牛 L たのは BB 和15年 
12 月 1R ， 今年で 50 年になります* 
生れたばかりの > r 川 lh * の K 時の di 
長 ft 柙は•当時の「立川町長 j だ 
つた拆谷信一郎氏，止式に市長が 
決まつたのは 16 ¥ 2 : 1 :のことです 
が•初代•小川孝宾*長はどのよ 
うに I て逖ばれたので I ようか • 

6 内務人臣による指^0¢民によ 
る選挙©^会谏员による迸# 


【8月 号の 答え】 

小学校として柬京都で* t 古く 
丨21年の勝史を誇る立川 rll 立第 
|小学校"叫治3年3月•荣崎 tt 
»済寺の' 部や境内 i : ある心胞腌 
を n 坳にして•地元の有志により 
「郷学校」として»立されました 
{「立川市史」ょ〇0郷学校といぅ 
のは•寺小 ffi ょり说投が人さく、 
公 ft 的な tt 格の強い、民間の私的 
敉宵機関です◊叫治5 f でき 
il たが•教荇にかける肖時の立 
川人の熱,£がしのばれます* 


のょぅな家を楽 I めばいい。住宅 
展示場を网んで•丸く- * らかな光 
を投げかける街路* r がある。7メ 
リカが強くて：®も I かつた頃、：！： 
本もまた，明 n に向か〇て希穿に 
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立秋は8月 8 HU この日を 
境に中見»い」が『«* 
兌 « i い」に替わ oi す-双の 
さなかに秋が立つ t 云われて 
もビンときませんでした* 
fitol 苑では 8 T * がどんなに 
ML くても、诗さまのご来苑 
をお侍ち中 I 上げております* 
• 

■ B 畤 9012日水 

午拽2時〜4時 



■ W 本典如 
i 玉物館をはじめ^^ 

として映»など 
盛りだくさんの 
用£がしてござ 
•乇す ♦ 

■ >tnl»H 民(成人><:限らせて 
m きます* 

■お 中 L 込みは「えくて^ hQ 
ん • n ンパニオン j {本^を手 
»1て<れた入>へ_ 


エ呀はあいかわらず「班鈴 j と 
rL ぶうちわ」で K をすごすのだ 
など t " のんきなこ t を. 1.4 つて 1 ,- 
りましたが，今年の猛#にはチト 
参りました•しか L * » さのなか 
に- 1 小さな秋」が生れて‘ E の大 
W が背中をみせながら退陣す 6 饯 
ろ姿 U さすがに立派で「守々たる 
«」であったと竹钤の声を送りた 
いほどです ♦ 立川市は 「 «の睢り 
物 J をたくさん頂 » L ましたが* 
失ったもの" 11 *くなられた方への 
思いも走0ま寸"70:9111*中野 
体吾先生が总逝されたことは大き 
な打»でした•「立川の知性」 と 
呼ぶ に ふさわしい先生 <: »えを乞 
わな H ればだめですよ • - 1 ベ^ 卜 
立川入 « Jl : u,v く®場 I て項き 
なさい、 と三 田鶴苫さんから货诅 
されていましたが•中抒先生はい 
つも 「そういラ BS れがま L い所は 
私の仟ではないから J とご速嫌が 
ちで 1 た 4 萵忪公民肮で中妤先生 
の、立川の 歴史**を5*1 たこ 
とが ありました。私たちにも W る 
ように 平給にお活をすすめられ， 
栄 wr l : お tt いの 光牛はご fi 分の庭 
を；站るように 「立 川」を*おしく 
語られ • • « 分の街を愛する ことの 
人切さを教えられた のでした♦先 
生は遑进 のように L t 『 ffi0)vw 
から J {け やさ出版刊 > I 爸をの 
こして 逝かれまし； T 先生の「多 
摩が«克妆みになってはぃけなぃ」 
t いうひと S は rf 武士のような強 
さがあす ♦えくて びあん吹 
さもどさるる! ff 分かな。 


_&》小|||袖子神| 1 |濡+飄 1 | 1 «山田«手 
4 付 ltM $ iE { L .* 田悦 •?■ 

へ！ INK 》 天 0 蒙 R 嫌« I 明 MIQH.-A 

ス,ジ礴2 4春«川‘ le 本多 ft 



«えていた。 «* オリンビックよ 

りも前の SS だ" <來6弘 
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東西べルリンの S が 
とり 外される など" 世 
界は刻々と*自由化々 
へと 向かつているが、 
その根底にはやはり、 
人と人との『心の交流」 
があろぅ◊ここ立川市 
でも、市民のレベルで、 
あるいは個人のレベル 
で「国限交流」はます 
ます盛んになつて、そ 
れぞれの世界を彩りは 
じめてきた。 


<1•〇⑨⑱魯 



アメリカが少肀•少女の惶れの 


的だ c たのは • I 九 iL 〇年代まで 

だろうか-六になれば、ベ 

トナム載争が漱化し、反戦*勒は 

学1:速勒になり，反戦はやがて ff 
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漢字 I 字揷入せょ 

紺屋の明後日 

者の只今 

▼せかせか貧乏 

ゆつくり 者 
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